
建築場所 東京都墨田区横網1丁目3番28号

地域・地区 商業地域、防火地域

建物用途 観覧場

敷地面積 18，280．23m2

構造・規模 RC造・S造・一部SRC造
地上3階地下2階

建築面積 12，393．813m2

延べ面積 35，362．745m2

高さ 軒高16．542m（平地地盤面より）
最高高さ39．605m（平地地盤面より）

表1 施設概要

1 概要
国技館は、日本の国技である相撲興行と24時間

テレビ等の各種のイベント開催施設（設計収容人数

11，098人）として、両国駅前に1984年11月に竣工し

た。今年で竣工から40年であり、2013（平成25）年

から受変電設備・電気幹線等更新、設備機器・配

管等の更新、外壁タイル点検・補修等の大規模な

改修を段階的に進めてきた。避難安全検証の適用

は、アリーナ上部の大屋根の中央部の立ち上がり

に囲われた部分に設置されてあった火災時の排煙

装置の更新に代えて、全館避難安全検証を行い、

火災時避難の安全性を検証し、検証上必要な改修

を行うことで、当初予定していた排煙装置更新工

事費を抑え、差額で大相撲開催時土俵上の屋形等

のアリーナ吊り物設備更新と、土俵基盤設備更新

等に賢く使用できた事例である。

当財団は、2017（平成29）年から技術アドバイザ

ーと監理業務を（公財）日本相撲協会から委託され

ており、また既存建物に避難安全検証を適用した

事例は少ないので、参考として以下に紹介するも

のである。

2 国技館の概要
国技館の施設概要を表1に示す。

3 避難安全検証とは
1） 避難安全検証の概要

避難安全検証は、建物の在館者が火災発生時に

安全に避難できることをシミュレーション等によ

り証明するものである。避難安全性が証明された

建物は、建築基準法で定められた避難関係規定の

一部を適用除外とすることが可能である。

従来のルートAによる仕様規定（建築基準法によ

る規定を適用）では実態にそぐわない過剰設計とな

る傾向があったため、2000（平成12）年6月に建築

基準法が改正され、従来の仕様規定であるルート

Aに加え、ルートB及びルートCによる性能規

定が導入された。性能規定に従う場合、排煙設備

等の適用除外が可能となる。

ルートBは、国土交通省告示で定められた計
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算方法に従い、避難安全性を検証する手法であり、

当該階における検証を行う階避難安全検証、建物

全体の検証を行う全館避難安全検証の2種類があ

る。階避難安全検証と全館避難安全検証では適用

除外となる規定が異なる。

なお、ルートCは、告示で定められた計算方

法を採用するルートBと異なり、独自の検証や

予測手法など、高度な専門知識を用いて指定性能

評価機関による審査及び国土交通大臣の申請及び

認可を得る手法である。

2） 階避難安全検証と全館避難安全検証

・階避難安全検証：「居室避難」＋「階避難」

・全館避難安全検証：「居室避難」＋「階避難」

∔「全館避難」

居室避難：居室避難では、火災室となる全ての居室において、
在室者の全てが火災室から避難終了するまでに要する時間
（居室の避難終了時間）と、煙が避難上支障のある高さまで
降下する時間を算定し、居室の避難終了時間が煙降下時間
を超えないことを確認します。

階避難：階避難では、火災室以外の室も考えて、
階に存する者が安全に階段室に避難できること
を確かめます。煙は火災室の出入口扉等の開口
部を介して漏れ、避難経路となる廊下等が煙伝
播経路となり、階全体に拡散してしまう危険性
があります。このような避難経路などの部分に
おける階の避難終了時間が煙降下時間を超えな
いことを確認します。

図3 南立面図

図2 1階平面図

図4 東西断面図

図5―1 居室避難
1）

図5―2 階避難
1）
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図7 新築時のアリーナ排煙設備の仕組み

3） 本プロジェクトでの検証

図4に示すように本建物は断面形状が複雑なた

め、ルートCにて全館避難安全検証を適用し、

実際の計算では、各部屋の床面積や天井高さ等及

び室用途に応じて在館者密度・積載可燃物の発熱

量を設定した。アリーナの計算条件は過去の事例

から最大の在館者数を11，100人、積載可燃物の発

熱量、天井及び壁の内装仕上げ、天井高さ（図6）、

アリーナ内の歩行距離、イベントごとの可燃物量

の設定、出口幅等により各室の避難完了時間及び

煙降下時間を算定して、2）に示す「居室避難」「階

避難」「全館避難」の各段階での安全を検証し、

本プロジェクトの安全が確認された。

4） 避難安全検証により判明した必要な改修

3）の検証過程で確認された主な建物への必要是

正工事は、以下の内容であった。

・地下2階階段への前室新設

・館内各所扉を確認、現行法規に合わせた防火設

備に更新

・防煙シャッターの新設

5） 改修前のアリーナ排煙設備

国技館新築時のアリーナ排煙計画を参考に示す

（図7）。火災時の排煙を行う排煙口は、圧縮空気

により平常時は閉じられ、火災時には指令により

圧縮空気が止まり、排煙口が開く仕組みである。

4 審査手続きほか
避難安全検証を用いた改修の一般的な手順を以

下に示す。本プロジェクトにおいては、竣工時に

東京都に「防災計画書」を提出しているが、現在

はこの制度は廃止されているため、変更手続きが

できない状況であった。そのため、排煙設備変更

に伴う特定行政庁指導内容については、東京都建

築指導課にて、避難安全検証にて避難安全性能を

有していることが認定されているのであれば違法

建築には当たらないこと、また大規模修繕又は大

規模の模様替えについても、主要構造部の過半に

全館避難：全館避難では、建物内にいる全ての人が地
上まで安全に避難できることを確かめます。火災室
から漏れた煙は廊下等を介して広がり階段室等に流
入してしまう危険性があります。階段室に流入する
と火災階以外の階からの避難が困難になります。こ
こでは、在館者の全てが地上に至るまでの全館の避
難終了時間が階段室又は上階への煙流入時間を超え
ないことを確認します。

図5―3 全館避難
1）

図6 避難安全検証に用いた階高モデル
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リニューアル計画

確認申請

工事の実施

避難安全・
耐火性能の前提
条件に適合

検証結果

確認申請が必要か？＊

避難安全・耐火性能
の検証

リニューアル
計画の見直し
リニューアル
計画の見直し

YES

NO

YES

YES

NO

NO

リニューアル
資料の保管

定期報告
（所有者又は管理者）

＊確認申請が必要なケース
 （建築基準法第 6条）
・増築、改築、移転
・用途変更
・大規模の修繕
・大規模の模様替え

END

至らなければ該当しないということで確認申請は

要しないことを確認した。

5 改修工事と改修後の運用・維持管理
34）に示す改修工事、また全館避難安全検証の

適用で生じた差額で行ったアリーナ吊り物（屋形・

バトンほか）設備更新等工事を写真1に示す。

6 改修後の運用・維持管理
避難安全検証の適用の結果、改修コストの大幅

な低減以外にも、運用・維持管理段階では、図7

に示す従来の排煙設備では必要であった、常時圧

縮空気を生成して送るコストと、その装置の点検

コストが不要になった。

一方、避難安全検証では間仕切・避難通路幅等

が決められており、今後建物への改修が必要と

なった場合、都度の避難安全検証上問題ないかの

確認が必要であり、場合によっては認定の取り直

しが必要となる。

特に国技館では大相撲興行以外にも各種のイベ

ントが行われており、実際の運用面でも必要な避

難通路幅等が確保されていることが必要なため、

建物所有者の貸出基準書作成などによるイベント

時の運営管理をしっかり行う必要がある。

現在、基幹設備等改修4期工事として、アリー

ナ天井の高所にある多数の照明の LED化に取り

組んでおり、国技館が今後長期間

にわたり、安全で親しみやすく、

また地域の防災場所として機能す

るようにアドバイスをしていると

ころである。

最後に本稿の作成にあたって

は、（公財）日本相撲協会、㈱大林

組の関係者の方々のご協力をいた

だいたことをここに感謝いたしま

す。

（参考文献）
1）「避難安全検証・耐火性能検証を

行った建物のリニューアルの進め
方」（公社）ロングライフビル推進協会

図8 改修の手順
1）

新設階段前室 売店防煙シャッター改修

吊り物設備（屋形・バトンほか）改修 土俵せり上げ装置改修
写真1 設備更新等工事写真
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